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参考資料４．紫外線による材料の損傷 

紫外線等による材料劣化 

オゾン層破壊に伴う有害紫外線の増加と気候変化との相互作用によって、世界遺産や文

化財に何らかの損傷がもたらされることが危惧されている。様々な天然材料（木材、羊毛等）

や人工合成材（プラスチック等）は、UV-B により光劣化が起こり、変色や強度の低下など

の損傷が促進される。そのため、UV-B 照射量が増加すると劣化が速まり、特に気温が高く

日射量が多い熱帯地域では材料の劣化が著しく、深刻な事態が予測される。 

表 3-資-1 に屋外での材料劣化に影響を与える環境要素を示したが、気候変化は天然材料

と人工合成材の紫外線に起因する劣化の速さを変化させる可能性がある（UNEP-

EEAP,2010）。劣化の速さは、高温、高湿、大気汚染物質の存在によって加速される。 

 

表 3-資-1 屋外の材料劣化に影響を与える各種要因の効果 

 UV-B 温度 湿度 大気汚染物質 

プラスチック 非常に強い 強い 弱い 弱い 

木 強い 中程度 非常に強い 弱い 

※「非常に強い」「強い」「中程度」「弱い」の 4 段階で評価している。 

 

材料の紫外線対策 

太陽紫外線による材料損傷を抑制するために、光安定剤や表面塗装剤が広く用いられる。

近年、紫外線への耐性が向上した新種のプラスチック製品や紫外線を保護する添加剤（紫外

線吸収剤、光安定剤）などの開発が進んでいる。最近の触媒の進歩により発見されたメタロ

センプラスチック（ポリエチレンとポリプロピレン）は、紫外線への耐性などの特性が向上

した（UNEP-EEAP, 2003）。その他、従来の高分子光安定剤（HALS）2 つ以上を混合して

プラスチックに使われた時に、相乗的な効果があることがわかっている。光安定剤の効果の

向上は、紫外線と気候変化による影響に対するプラスチック配合物の安定化にかかるコス

トを最小化させるために重要である（UNEP-EEAP, 2003）。さらに最近では、従来使われ

てきた添加剤と比べて粒子径が一桁又はそれ以上小さいナノスケール添加剤の開発が進め

られていることから、添加剤としての効果、さらに光安定剤としての効果についての評価が

重要となっている（UNEP-EEAP, 2007）。 

 


